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1.1 本研究の背景

近年，世界各国で証拠に基づく政策立案（Evidence-Based Policy Making: EBPM）
に注目が集まっている．日本においても例外ではなく，研究機関でも取り上げられて
いる．政府を中心に推進されている EBPM であるが，地方自治体ではいまだにエピ
ソードベースの意思決定が根強い．
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1.2 本研究の目的

政策決定における対象の複雑性という課題に対して，多種多様なデータから対象と因
果関係のあるもののみを抜き出して分析し，GIS を用いて結果を提示することで政策
決定の支援を行う手法を提案する．
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3.1 因果探索によるデータ間の関係性

因果探索とは，観測データを用いて，データ群の因果グラフ（複数の観測データにお
いて，それぞれの値がお互いに及ぼしあっている影響の度合いを構造的に示したも
の）を導出するための教師なし学習である．
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3.2 DEAによる効率値と入力・出力改善値の導出

DEA とは，ある分野における組織の集合において，対象の組織の業績を評価するた
めに生み出されたノンパラメトリックなアプローチである．組織とは，その活動にお
いていくつかの種類の入力（投入）をいくつかの出力（産出）に変換することに携わ
る生産体（Decision Making Unit: DMU）を指す．
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3.3 Foliumを用いたWeb-GISの開発

Web-GISとは，html形式で記述され，World Wide Web 上でアプリケーションとし
て動作する GIS の総称．また，Web-GIS における html は直接手書きで作成するほ
かプログラミング言語で自動的に生成も可能．Web-GIS を記述する Python のモ
ジュールを Folium と呼ぶ．
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4.1 データベース作成と因果探索によるデータの選定

データベース内には地理情報を持たない数値データ，地理情報を持つ数値データ，施
設等の位置データがある．データは RESAS APIおよび国土交通省のウェブサイトを
用いて収集した．それらを因果探索で絞りこみ，DEA の入力・出力に振り分ける．
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4.2 選定されたデータに基づくDEA分析

因果探索によって振り分けられた入力・出力を用いて DEA を行うことで評価値，入
力・出力改善案，参照集合に属する市区町村とそれらにかかるウェイトを算出する．
種類ごとの計 4 つの csv ファイルで結果を出力する．
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5.1 数値実験の概要

富山県射水市における少子高齢化問題について，その解決に向けた政策を行うという
モデルケースに提案手法を適用することによって本研究の有効性を検証・考察する．
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5.2 数値実験の結果と考察

システムの各部分における結果を示す．
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New1 卒研発表時に残った課題

３つの課題
因果探索の結果は本当に妥当であるのか
因果探索の結果が妥当であるとして，その結果を政策に適用したら社会課題は
解決するのか
この研究自体に意義があるのか
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New2 因果探索の結果は妥当か

解決策の案
現状の因果探索と DEA との間に因果推論を挟むことによって因果探索の結果を評価
し，結果の精度を高める． また，データベース内のデータを整理・拡充する必要が
ある．

Figure 1: 因果推論と因果探索
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New3 社会課題は解決するか

解決の案
政策の適応範囲に対して数理モデルを構築し，シミュレーションによって効果を検証
する．ただし，数理モデルに関しては恣意的ととられないように注意深く定式化する
必要がある．また，それにあたって研究の対象とする社会課題に関しても再考の必要
がある．
（例：将来の人口予想）

Figure 2: 富山県の人口推移と今後の予想
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New4 この研究に意義があるか

解決の案
正直，この懸念点があるために修論もこのテーマを継続するか迷っていた．ただ，日
本では EBPM という分野自体がわりと新しいものであり，近年になって各研究機関
をはじめ日立製作所など一般企業の研究所も研究を行っている分野であるので，その
現状を上手くサーベイすれば価値がある研究だということは示せそう．
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New5 新しい研究のフロー図

Figure 3: 修論での研究のフロー図
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New6 中間発表までにやること

（表）
データベースの整理
因果推論の組み込み
因果推論込みの数値実験

（裏）
モデル化の勉強
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